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場の量子論の相構造 を調べ る上で、有力な物理量 として有効ポテンシャルがある。有限温

度における有効ポテ ンシャル に、非摂動的な効果 を取 り込む方法 の1つ である繰 り込み群

を用いて改善す る処方を適応 して調べ る。我 々が開発 した繰 り込み群 を用いて改善す る処

方を0(N)symmetricmassiveφ4modelお よびsimplemassiveφ4modelに 適用 し、改

善 された結果 を用いて相構造 を詳細に検討す る。

また、直接相転移をみ るわけではないが、有限温度でのSD方 程式によるフェル ミオン質

量やカイラル凝縮体の分析等 も関連 して、重要である。

0(N)symmetricmassiveφ4modelお よびsimplemassiveφ4modelで 具体 的 に実行

した有 効 ポテ ンシ ャル の摂動 計 算 に 、我 々 の 開発 した繰 り込 み 群 に よ る改善 処 方 を適 用 し

た。 得 られ た改 善 され た有効 ポテ ンシ ャル のfullstructureと 高温 展 開 に よ る分 析 を行 っ

た。 この た めに、数 学支援 システ ム(ソ フ トウェア)で あ るMathematica等 を利 用 した代

数計 算 ・解 析 計算 な らび に数 値計 算 を行 った。

後者 の解 析 につい て は、まず 、実 時 間形 式 で の有 限温 度 のSD方 程 式 を記 述す る必要 が あ

る。その後 、その解 析 的お よび数 値 的 な検 討 をMathematicaやFORTRAN等 で実行 す る。

前者 につ いて:0(N)symmetricmassiveφ4modelお よびsimplemassiveφ4modelに

お い て、具 体 的 な計算 は完 了 した。 た だ 、解 析 的 で はな い部 分 の 計算 を数 値 的 に行 って い

た が、 新 た な問題 が 生 じて き たた め、 現在 検 討 中で あ る。 それ で も、以 下の こ とが、確 認

で きた。 い ずれ も(1・loopの 計 算 で)2次 の相 転移 の構 造 を持 つ こ とが わか った。 また 、

これ か ら計算 され る臨界指 数 は 「実験 」デ ・一タ とよ く一致 してい る。 実質1・loopの 計 算 で

2次 の相 転移 を与 え るのは 、我 々の処 方 だけ で ある。

後者 につい て:現 在 、SD方 程式 の た めの準備 計算 を行 って い る段 階 であ る。

① 京都 大 学基礎i物理 学研 究所研 究 会 「熱 場 の量 子論 とその応 用 」(1999.8.25～27)に

て発 表。 そ の内容 は、研 究会 報告 ② に掲載 。

② 中川 ・横 田:素 粒 子論研 究100,E146～E153(2000).

③H.Nakkagawa,H.Yokota・ 学術 論 文 を準備 中

一43一


